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千歳市景気動向調査結果 

調査期間：２０２４年１０～１２月の実績と２０２５年１～３月の見通しについて調査 

調査方法：調査票を送付し、ＦＡＸまたはＷＥＢにて回収 

調査対象：千歳商工会議所会員及び特定商工業者 

回収状況：１４３社 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景気が「良い」の中には、「良いけど悪くなりつつある」などの考えも含まれるため、

業況判断ＤＩは、景気の方向性を表すものです。 

 数値が上昇していれば、良い景況感（景気が良いと感じる企業の割合が増えたこと）を

意味します。 

 

 本調査では前期（２０２４年７～９月）と比較した今期（２０２４年１０～１２月）の

実績及び、今期（２０２４年１０～１２月）と比較した来期（２０２５年１～３月）の予

測、今期（２０２４年１０～１２月）と前年同期の比較を掲載しています。  
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ＤＩ（景気動向指数：ディフュージョン・インデックス）とは 

 増加・上昇・好転の企業割合から減少・降下・悪化の企業割合を差し引いた値のこと

です。 

この数字がプラスかマイナスか、また、その大きさにより景気の動きを時期的な推移

の中で把握します。 
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《 全体の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（７～９月） 

 今期実績 

（１０～１２月）【前年実績】 

 来期予測 

（１～３月） 

業  況  ▲５．２ ↑ ２．８ 【▲ 4.5】 ↓ ▲１１．９ 

売  上  １１．９ → １５．４ 【   4.5】 ↓ ▲１２．６ 

採  算  ▲９．６ → ▲９．１ 【▲17.3】 ↓ ▲２６．６ 

原 材 料 ▲７７．８ ↑ ▲７１．３ 【▲72.9】 → ▲６６．４ 

資金繰り  ▲８．１ → ▲４．２ 【▲ 9.0】 → ▲８．４ 

労働時間   ３．７ ↓ ▲２．８ 【  0.0】 ↓ ▲１２．６ 

雇用状況  ３３．３ → ２８．７ 【 13.5】 → ２６．６ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

               ５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（７～９月）設備投資をした企業は３７．０％ 

今期（１０～１２月）設備投資をした企業は３５．０％ 

来期（１～３月）設備投資を計画している企業は３０．１％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 製造業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（７～９月） 

 今期実績 

（１０～１２月）【前年実績】 

 来期予測 

（１～３月） 

業  況 ▲１１．８ ↑  １１．８ 【  15.4】 ↓ ▲１１．８ 

売  上   ０．０ ↑  ２９．４ 【  30.8】 ↓ ▲１１．８ 

採  算  ▲５．９ ↑  １７．６ 【  30.8】 ↓ ▲２９．４ 

原 材 料 ▲８２．４ ↑ ▲７０．６ 【▲76.9】 → ▲７０．６ 

資金繰り  １７．６ →  １７．６ 【   7.7】 ↓  ▲５．９ 

労働時間 ▲１１．８ ↑  ２３．５ 【 15.4】 ↓  １１．８ 

雇用状況  ２９．４ →  ２９．４ 【 45.5】 ↑  ３５．３ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

               ５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（７～９月）設備投資をした企業は５２．９％ 

今期（１０～１２月）設備投資をした企業は５８．８％ 

来期（１～３月）設備投資を計画している企業は４７．１％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 建設業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（７～９月） 

 今期実績 

（１０～１２月）【前年実績】 

 来期予測 

（１～３月） 

業  況   ０．０ →   ２．８ 【▲20.8】 ↓ ▲１１．１ 

売  上  ２３．３ ↓  １６．７ 【   0.0】 ↓ ▲１６．７ 

採  算  ▲３．３ →   ０．０ 【▲29.2】 ↓ ▲１６．７ 

原 材 料 ▲７６．４ ↑ ▲６９．４ 【▲79.2】 → ▲６６．７ 

資金繰り ▲１０．０ ↑   ２．８ 【▲ 4.2】 ↓  ▲２．８ 

労働時間   ３．３ ↓ ▲１３．９ 【▲ 4.2】 ↓ ▲２５．０ 

雇用状況  ５０．０ ↓  ４１．７ 【 29.2】 ↓  ３６．１ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（７～９月）設備投資をした企業は３３．３％ 

今期（１０～１２月）設備投資をした企業は４４．４％ 

来期（１～３月）設備投資を計画している企業は４１．７％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 卸・小売業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（７～９月） 

 今期実績 

（１０～１２月）【前年実績】 

 来期予測 

（１～３月） 

業  況  ▲８．７ ↑  ２８．６ 【 10.5】 ↓   ０．０ 

売  上  １７．４ ↑  ４２．９ 【  5.3】 ↓  ▲７．１ 

採  算   ０．０ ↑  ２１．４ 【▲21.1】 ↓ ▲２８．６ 

原 材 料 ▲７３．９ ↑ ▲６４．３ 【▲89.5】 ↑ ▲５７．１ 

資金繰り  ▲４．３ →  ▲７．１ 【▲10.5】 ↓ ▲１４．３ 

労働時間  ２１．７ ↓  １４．３ 【 10.5】 ↓  ▲７．１ 

雇用状況  ３４．８ ↓  ２１．４ 【 10.5】 →  ２１．４ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（７～９月）設備投資をした企業は２１．７％ 

今期（１０～１２月）設備投資をした企業は２１．４％ 

来期（１～３月）設備投資を計画している企業は２１．４％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 飲食・宿泊業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（７～９月） 

 今期実績 

（１０～１２月）【前年実績】 

 来期予測 

（１～３月） 

業  況   ８．３ ↓ ▲１１．５ 【  8.3】 →   ▲７．７ 

売  上  ２５．０ ↓   ７．７ 【 20.8】 ↓  ▲１５．４ 

採  算 ▲２５．０ ↓ ▲４６．２ 【▲20.8】 ↑  ▲３８．５ 

原 材 料 ▲１００．０ → ▲９６．２ 【▲87.5】 ↑  ▲８８．５ 

資金繰り  ２０．０ ↓   ０．０ 【▲12.5】 →    ０．０ 

労働時間  ▲５．７ →  ▲６．０ 【   4.2】 ↓  ▲２２．０ 

雇用状況  ２２．６ →  ２４．０ 【 16.7】 →   ２２．０ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（７～９月）設備投資をした企業は３３．３％ 

今期（１０～１２月）設備投資をした企業は２３．１％ 

来期（１～３月）設備投資を計画している企業は７．７％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 その他サービス業の景気動向 》 

運送・生活関連サービス・観光関連サービス・理美容・不動産・その他が含まれます 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（４～６月） 

 今期実績 

（７～９月）【前年実績】 

 来期予測 

（１０～１２月） 

業  況  ▲７．５ ↑   ０．０ 【▲13.2】 ↓ ▲１８．０ 

売  上   ３．８ →   ６．０ 【▲ 7.5】 ↓ ▲１０．０ 

採  算 ▲１８．９ → ▲１４．０ 【▲20.8】 ↓ ▲２６．０ 

原 材 料 ▲７３．６ ↑ ▲６２．０ 【▲56.6】 ↑ ▲５６．０ 

資金繰り ▲１８．９ ↑   ０．０ 【▲13.2】 →  ▲４．０ 

労働時間  ▲５．７ →  ▲６．０ 【▲ 7.5】 ↓ ▲２２．０ 

雇用状況  ２２．６ →  ２４．０ 【  3.8】 →  ２２．０ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

                     ５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（７～９月）設備投資をした企業は４１．５％ 

今期（１０～１２月）設備投資をした企業は３０．０％ 

来期（１～３月）設備投資を計画している企業は３０．０％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 全体の経営上の問題点 》 

 今回の調査でも、経営上直面している問題点で多かったのは、前回に引き続き『原材料仕入価

格の高騰（４８．６％）』、次に、『経費増加（３８．０％）』『人員・人材確保（３５．９％）』が多

い結果となりました。 

前期と比較すると、『原材料仕入価格の高騰』は１．２ポイント増加、『経費増加』は１．０ポイ

ント、『人員・人材確保』は７．１ポイント低下となっています。 

 

 
 

 

《 業種別の経営上の問題点 》 

 製造業 建設業 卸・小売業 飲食・宿泊業 サービス業 

1 位 
 

原材料仕入価格高騰 
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人員・人材確保 原材料仕入価格高騰 原材料仕入価格高騰 原材料仕入価格高騰 

2 位 原材料仕入価格高騰 
 

経費増加 

人員・人材確保 

経費増加 経費増加 

3 位 
 

経費増加 経費増加 
人員・人材確保 

販売価格の値上げ難 
人員・人材確保 
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《 観光関連の景況 》 

観光に直接的に関わる業種及び企業を抜粋し調査しました。 

対象事業者 

市内の宿泊業、市内の観光関連業、市内の運送業、清水町・幸町周辺の飲食業、 

新千歳空港及び周辺の観光関連事業者、支笏湖・モーラップ地区の事業者 

 

景気動向 

主要 DI 
前期実績 

（７～９月） 

 今期実績 

（１０～１２月）【前年実績】 

 来期予測 

（１～３月） 

業  況  １６．７ ↓   ４．０ 【  8.3】 ↓ ▲１６．０ 

売  上  ５０．０ ↓  ４０．０ 【  4.2】 ↓  ▲８．０ 

採  算   ０．０ ↓  ▲８．０ 【▲25.0】 ↓ ▲３６．０ 

原 材 料 ▲９４．４ → ▲９６．０ 【▲87.5】 ↑ ▲８０．０ 

資金繰り  １１．１ ↓ ▲１６．０ 【▲ 8.3】 ↓ ▲２４．０ 

労働時間  ２７．８ ↓  １２．０ 【▲16.7】 ↓ ▲１２．０ 

雇用状況 ▲３３．３ → ▲３６．０ 【▲16.7】 → ▲３２．０ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  
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《 キャッシュレス決済システム導入状況 》 

今回の調査では『キャッシュレス決済システム』を導入している企業は２７．３％、導入して

いないが気になっている企業は１１．９％、導入予定の企業は０．７％、今後も導入しない企業

は６０．１％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入していない理由として最も多かった回答は、『現金以外の決済方法が不必要（５０．

０％）』でした。 

 

導入の効果について最も多かった回答は、『事務作業の軽減（４２．１％）』でした。 
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《 企業の声 》 

 

今回の調査では、前回と同じく「原材料仕入価格の高騰」、「人材不足」、「経

費増加」が主な課題として挙げられました。これらの課題が依然として多くの企業

に影響を与えています。 

全体の景気動向を見ると、製造業や卸・小売業では前回よりも改善している項目

が見られましたが、建設業、飲食・宿泊業、観光業では状況が悪化している項目が

多くありました。特に、原材料の高騰と売上の減少が続いており、採算が取れない

ため、今後の業況がさらに悪化する恐れがあります。 

次に、キャッシュレス決済の導入状況ですが、調査によると、キャッシュレス決

済システムを導入している企業は 27.3％にとどまり、残りの 72.7％の企業は導入し

ていません。経済産業省の調査によると、日本全体のキャッシュレス決済比率は

39.3％で、今回の結果は非常に低い数字です。政府はキャッシュレス決済を普及さ

せるため、導入促進を進めており、2025 年までに 40％、最終的には 80％の普及を目

指しています。キャッシュレス決済の導入は売上増加が期待でき、蓄積されたデー

タの分析を通じて課題解決にもつながります。 

調査では「人材不足」に関する声も多く寄せられました。当所では、令和 6年度

に外国人留学生向けの企業説明会や面接会を実施、また、生活情報誌「ちゃんと」

にて会員企業の求人広告を無料で掲載しました。令和 7年度も引き続き人材不足の

解消を支援する事業を予定しています。 

また、「補助金の情報提供」を希望する声も多くありました。当所では、新たな

補助金情報は随時、当所のホームページや LINE 公式アカウントでお知らせしていま

すので、ぜひご確認ください。 

最後に、リクルートの Air ビジネスツールを当所経由で導入すると、会員企業限

定でキャッシュバックの特典を提供しています。キャッシュレス決済システムに興

味がある企業は、お気軽にお問い合わせください。 
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